
社協だより

発　 行　社会福祉法人 大田市社会福祉協議会　大田市大田町大田イ１２８

本　所（0854）８２―００９１・温泉津支所（0855）６５―３９５０・仁摩支所（0854）８８―４４２１
http ://www.ohda-shakyo. jp

大田市社協Ｆｂ大田市社協ＨＰ

令和7年8月21日

№119

令和７年度 子育て応援イベント

を開催しました！

令和７年度  介護予防活動実施団体交流会

会夕 会七 夕夕七

　7月16日（水）、大田市民センターにおいて、「令和7年度 介護予防活動実施団体交流会」を開催
しました。この交流会は、地域介護予防活動実施団体相互の情報交換と必要な知識を共有するこ
とで、今後のサロン活動の活性化を図ることを目的として例年実施しています。今年は、講師に
笑いヨガティーチャーの青木しのぶさん・吾郷美晴さんをお迎えし、「やってみらこい　笑いヨガ」
と題して、笑いがもたらす体と心への効果をお話しいただき、日常の中での動作と笑いを掛け
合わせた笑いヨガの実演を通し、ご指導いただきました。
　情報交換会では、事前アンケートをもとに介護予防活動の内容や悩み、課題などについて情報
交換し、今後のサロン活動の活性化に向けた話し合いができました。
　また当日は、「フードドライブ　食品募集」を行い、たくさんの食品をご寄贈いただきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ご寄贈いただいた食品は、生活に困窮している方などに
　　　　　　　　　　　　　　　　　無償で提供します。ご協力ありがとうございました。

　7月11日（金）すくすくおおだっ子（事務局：大田市社会
福祉協議会）主催の合同サロン交流会「七夕会」を大田
市民センター4階で開催しました。
　当日は、14組28名の親子の参加があり、市内の子育て
サロンの代表の方や大田市の保健師さんなどが集いました。
　七夕会では、みんなで七夕の歌を歌ったり、七夕飾りを
作りました。親御さん同士の会話も弾み、笑顔があふれ、
楽しいひとときとなりました。
　また、市内の子育てサロンマップを作成し、みなさんに
知ってもらうことができ、今後もいろいろな場面で活用していきたいです。



○
源
泉
徴
収
事
務

○
36
協
定
の
締
結
・
届
出

○
就
業
規
則
変
更
届
の
届
出

○
資
産
の
変
更
登
記

○
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
所
変
更
届
の
届
出

○
大
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

　
　
利
用
団
体
総
数
：
１
、０
３
３
団
体

　
　
利
用
者
総
数
：
１
８
、９
６
７
名

【
実
施
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
り
の
推
進

　1．
交
流
と
参
加
に
よ
る
福
祉
教
育
・
学
習
の
推
進

(1)
福
祉
教
育
推
進
事
業

　
・
小
学
校
：
４
校
（
実
施
回
数
：
13
回
）

　
　
対
象
者
数
：
延
２
７
０
名

　
・
中
学
校
：
２
校
（
実
施
回
数
：
７
回
）

　
　
対
象
者
数
：
延
３
０
５
名

　
・
高　
校
：
１
校
（
実
施
回
数
：
３
回
）

　
　
対
象
者
数
：
延
36
名　
　
　
　
　
　

　
・
行
政
：
大
田
教
育
フ
ェ
ス
タ
に
て
、
手

　
　
話
体
験
ブ
ー
ス
を
設
置

　
　
参
加
人
数
：
55
名

○
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
（
障
が
い
に
つ
い
て

　
の
理
解
）
の
推
進

　
あ
い
サ
ポ
ー
ト
研
修
受
講
者
数
：
延
78
名

(2)
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
等
貸
出
事
業

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具

　
貸
出
し
：
４
８
５
件

　
資
機
材
等
の
貸
出
し
：
１
８
２
件

　2．
支
え
あ
い
意
識
の
啓
発
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
の
育
成
・
参
加
促
進

(1)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
登
録
者
へ
の
情
報
提

　
供
と
活
動
支
援

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
事
業
（
カ
フ
ェ
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
フ
ェ

　
実
施
回
数
：
11
回
／
参
加
者
数
：
延
１
７
８
名

・
大
田
市　
子
ど
も
食
堂
・
地
域
食
堂
実
施

　
団
体
交
流
会

基
本
方
針
１
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【
事
業
の
概
要
と
総
括
】

　
大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
本
会
」

と
い
い
ま
す
。）
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
評
価
を
踏
ま
え
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
大
田
市

行
政
と
と
も
に
『
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
「
暮

ら
し
」
を
つ
く
る
〜
共
に
生
き
、
共
に
つ
な

が
る
大
田
市
を
め
ざ
し
て
〜
』
を
基
本
理
念

と
す
る
「
第
４
次
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
を
策
定
し
、
住
民
や
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
そ
の
他
多
様
な
主
体
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
体
制
づ

く
り
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
機
運
醸

成
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
は
各
地
で
災
害
が
頻
発
し
て

お
り
、社
協
職
員
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
や
、
県
内
外
で
の
応
援
派
遣
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
よ

う
に
、正
確
か
つ
適
時
・
的
確
な
感
染
症
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
会
法
人
全
体
と
し

て
の
災
害
等
緊
急
時
の
対
応
を
定
め
た
本
会

事
業
継
続
計
画（
B
C
P
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
世
帯
な
ど

の
各
福
祉
分
野
に
わ
た
る
重
層
的
支
援
体
制

の
実
現
に
向
け
て
は
、
行
政
な
ど
の
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
大
田
市
の
実

情
に
合
っ
た
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
表
出
さ
れ
に
く

い
複
雑
・
多
様
化
し
た
困
り
ご
と
、
引
き
こ

も
り
や
生
活
困
窮
な
ど
に
対
し
て
は
、
身
近

な
地
域
で
の
つ
な
が
り
や
支
え
あ
い
が
で
き

る
関
係
の
構
築
に
尽
力
し
ま
し
た
。
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
の
地
域
住
民
・
団
体
が
行
う
課
題

把
握
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
地
域
福
祉
活
動

も
支
援
し
ま
し
た
。 

　
生
活
困
窮
者
等
の
自
立
の
促
進
を
図
る
た

め
、「
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
お
だ
」

で
は
生
活
困
窮
世
帯
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
の
支
援
計
画
を
立
て
、
家

計
改
善
や
就
労
、
衣
食
住
等
の
支
援
に
よ
り

生
活
自
立
の
実
現
に
向
け
た
伴
走
型
支
援
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
生
活
福
祉
資
金
の

貸
付
で
は
、
借
受
世
帯
の
生
活
状
況
の
把
握

に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
再
建
等
の
支
援

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
権
利
擁
護
の
充
実
に
向
け
て
は
、
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
や
法
人
後
見
事
業
に
よ

り
、
日
常
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
人
々
や
判

断
能
力
の
不
十
分
な
人
々
へ
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。「
大
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
市
民
後
見
人
の
活
動
支
援
の

ほ
か
、
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
成
年
後
見
制

度
の
普
及
啓
発
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
推
進
、
認
知

症
対
策
と
し
て
は
、「
大
田
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、地
域
包
括
ケ
ア
推
進

の
中
核
を
担
う
べ
く
、個
別
相
談
を
充
実
・強

化
す
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

サ
ロ
ン
活
動
や
住
民
主
体
の
支
え
合
い
な
ど

の
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
も
と
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
自
治
会
を
は
じ
め

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
各
関
係
機
関
・
団

体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

【
法
人
経
営
の
状
況
】

　1．
法
人
運
営
事
業

○
理
事
会
：
４
回

○
評
議
員
会
：
３
回

○
監　
　
査
：
１
回

○
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
：
２
回

○
第
三
者
委
員
へ
の
苦
情
、
相
談
：
０
件

○
消
費
税
申
告
・
納
付

　
参
加
団
体
及
び
人
数
：
11
団
体　
17
名

○
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
使
用
済
み
切
手
の
収
集

○
企
業
・
団
体
が
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
と
の
連
携

　
実
施
回
数
：
２
回
／
参
加
者
数
：
93
名

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
関
す
る
手
続
き
事
務

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

　
加
入
者
数
：
１
、６
３
２
名
／
事
故
対
応
：
１
件

・
送
迎
サ
ー
ビ
ス
保
障

　
加
入
件
数
：
26
件
／
事
故
対
応
：
０
件

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

　
加
入
件
数
：
１
５
１
件
／
事
故
対
応
：
３
件

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
補
償

　
加
入
件
数
：
30
件
／
事
故
対
応
：
１
件

(2)
地
域
福
祉
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

・
車
い
す
移
動
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィア
養
成
講
座

　
受
講
者
：
５
名

・
視
覚
障
が
い
者
移
動
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
講
座　
受
講
者
：
６
名

・
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
前
期
）

　
受
講
者
：
14
名

(3)
緩
和
ケ
ア
啓
発
事
業
へ
の
助
成

・
緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
田
役
員
会
へ

　
の
参
加

・
緩
和
ケ
ア
研
修
会
へ
の
参
画

　
参
加
者
数
：
２
１
３
名

(4)
民
間
助
成
事
業
に
関
す
る
情
報
提
供

・
民
間
助
成
ニ
ュ
ー
ス
速
報
：
毎
月
２
回

・
地
域
共
生
社
会
創
造
助
成
金
申
請
支
援
：

　
２
件
（
助
成
決
定
：
２
件
）

・
山
陰
中
央
新
報
社
会
福
祉
事
業
団
「
愛
の

　
と
も
し
び
募
金
」
助
成
事
業
申
請
支
援
：

　
４
件
（
助
成
決
定
：
３
件
）

　3．
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
地

　
区
社
協
な
ど
の
地
域
組
織
活
動
の
充
実

(1)
地
区
社
協
連
絡
会
及
び
情
報
交
換
会
の
開

　
催
：
２
回
／
参
加
者
数
：
延
べ
79
名

(2)
地
区
社
協
活
動
支
援
事
業
：
27
地
区

(3)
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

事
業
報
告

令　和
６年度
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○
地
域
組
織
体
制
の
整
備
と
事
業
運
営
の
支
援

・
市
内
各
地
区
協
議
体
へ
の
支
援
と
連
携

　
訪
問
地
区
数
：
24
地
区

　
訪
問
回
数
：
３
４
８
回

・
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
情
報
交
換

　
会
等
の
開
催
：
７
回

・
地
区
協
議
体
・
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　
タ
ー
研
修
：
２
回
／
参
加
者
数
：
64
名

・
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
の
開
催
：
２
回

　
参
加
者
数
：
１
１
３
名　
　
　

・
市
内
協
議
体
事
業
視
察
研
修

　
視
察
地
区
：
６
地
区

　
実
施
回
数
：
延
９
回

　
参
加
者
数
：
延
14
名

・
協
議
体
の
設
置
状
況
：
22
地
区

○
生
活
支
援
に
関
す
る
地
域
活
動
助
成
事
業

　
実
践
地
区
：
２
地
区

◯
生
活
支
援
に
関
す
る
会
議
及
び
研
修
等
へ
の
参
加

①
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事

　
業
協
議
：
５
回

②
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

　
的
事
業
定
例
会
：
６
回

③
住
民
主
体
の
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
創
出
研

　
修
：
２
回

(4)
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

　
利
用
団
体
数
：
22
団
体
／
運
行
回
数
：
39
回

　4．
地
域
の
居
場
所
づ
く
り

(1)
大
田
市
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

・
介
護
予
防
活
動
実
施
団
体

　
団
体
数
：
１
２
１
団
体　

・
介
護
予
防
活
動
実
施
団
体
交
流
会

　
参
加
者
数
：
49
名

・
サ
ロ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
参
加
者
数
：
１
３
９
名

・
活
動
団
体
へ
の
訪
問
等
に
よ
る
活
動
状
況

　
の
把
握
及
び
活
動
支
援
：
６
０
４
回

(2)
地
域
さ
さ
え
あ
い
活
動
応
援
助
成
事
業

　
申
請
団
体
：
１
団
体

(3)
参
加
支
援
事
業

・
参
加
に
関
す
る
相
談
の
受
付

　
相
談
受
付
件
数
：
29
件

・
地
域
に
お
け
る
参
加
支
援
促
進
に
向
け
た

　
働
き
か
け

　
会
議
等
へ
の
参
加
：
延
３
５
７
回

　
活
動
場
面
へ
の
参
加
：
延
２
１
８
回

・
参
加
に
関
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り

　
包
丁
研
ぎ
講
座
：
１
回　

　
卓
笑
ク
ラ
ブ
：
22
回

(4)
食
を
起
点
と
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り
事
業

　
「
こ
ね
く
と
食
堂
」

　
実
施
回
数
：
11
回
／
参
加
者
数
：
延
５
９
４
人

(5)
青
少
年
の
居
場
所
ゆ
き
み
ー
る
運
営
等
検

　
討
会
へ
の
参
画

　5．
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
人
材
の
育
成

(1)
地
域
研
修
及
び
地
域
福
祉
研
修
会
の
実
施

・
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
研
修

　
参
加
者
数
：
延
６
０
５
名（
実
施
地
区
：
26
地
区
）

(2)
福
祉
委
員
活
動
推
進
事
業
：
22
地
区

　
参
加
者
数
：
延
４
８
２
名

(3)
講
師
等
派
遣
事
業

　
派
遣
回
数
：
13
回（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー

　
ツ
10
回
、
そ
の
他
３
回
）

　6．
民
間
企
業
・
団
体
や
社
会
福
祉
法
人
と
の

　
協
働
と
地
域
貢
献
の
促
進

(1)
社
会
福
祉
法
人
地
域
公
益
活
動
推
進
事
業

○
大
田
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
へ
の
参
画

・
総
会
の
開
催

・
構
成
団
体
に
よ
る
公
益
的
な
取
り
組
み
の

　
リ
ス
ト
化

・
住
民
を
対
象
と
し
た
非
常
時
等
提
供
可
能

　
な
資
源
の
リ
ス
ト
化

　7．
寄
附
文
化
の
醸
成

(1)
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
推
進 

　
助
成
金
配
分
実
績
額
：
６
、６
７
９
、９
２
６
円

　8．
要
配
慮
者
支
援
へ
向
け
た
地
域
で
の
体
制

　
づ
く
り

(1)
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
に

　
基
づ
く
連
携　
対
応
件
数
：
０
件 

　9．
人
権
施
策
の
推
進

(1)
人
権
に
配
慮
し
た
相
談
体
制
づ
く
り

(2)
大
田
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

　
へ
の
参
画

(3)
大
田
圏
域
女
性
に
対
す
る
暴
力
対
策
関
係

　
機
関
連
絡
会
へ
の
参
画

　10．
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

(1)
関
係
機
関
と
連
携
し
た
相
談
体
制
の
整
備

　
と
情
報
提
供

(2)
大
田
市
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
推
進

(3)
多
文
化
交
流
の
場
づ
く
り
：
１
回

　
参
加
者
数
：
10
名（
う
ち
在
住
外
国
人
５
名
）

　
　
　
　
　
　
　
包
括
的
な
支
援
体
制
の

　
　
　
　
　
　
　
構
築

　11．
分
野
を
超
え
た
相
談
支
援
体
制
の
構
築

(1)
相
談
支
援
体
制
づ
く
り

○
ふ
く
し
よ
ろ
ず
相
談（
総
合
的
な
相
談
窓
口
）

　
受
付
件
数
：
３
８
６
件（
新
規
受
付
相
談
）

○
司
法
書
士
相
談
及
び
石
見
法
律
相
談
セ
ン

　
タ
ー
相
談
会
（
パ
ソ
コ
ン
法
律
相
談
）

・
司
法
書
士
相
談
：
12
回
／
36
件

・
パ
ソ
コ
ン
法
律
相
談
：
12
回
／
16
件

○
関
西
大
学
法
科
大
学
院
出
張
法
律
相
談

　
受
付
件
数
：
９
件

○
法
テ
ラ
ス
島
根
地
方
協
議
会
及
び
大
田
市

　
連
絡
会
議
へ
の
参
画

○
在
住
外
国
人
へ
の
相
談
対
応

　
支
援
中
世
帯
数
：
５
世
帯

　12．
重
層
的
な
支
援
体
制
の
整
備

(1)
多
機
関
協
働
事
業

・
支
援
関
係
者
向
け
研
修
会
の
開
催
：
２
回

　
参
加
者
数
：
67
名

(2)
重
層
的
支
援
会
議
の
開
催
：
１
回

(3)
大
田
市
地
域
福
祉
推
進
支
援
機
関
実
務
者

　
会
議
の
開
催

・
個
別
会
議
：
13
回

・
全
体
会
議
：
６
回（
延
べ
出
席
者
数
：
２
１
１
名
）

(4)
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業

・
相
談
対
象
者
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　
訪
問
：
延
34
件

　
同
行
支
援
：
延
１
４
４
件

・
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
定
例
会
出
席
回
数
：
延
１
０
６
回

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援

　
に
関
す
る
相
談
対
応
：
10
件

・
支
援
関
係
者
等
と
の
情
報
共
有
に
よ
る
個

　
別
状
況
の
把
握

　
開
催
実
績
：
７
回
（
７
ケ
ー
ス
）

　13．
制
度
の
狭
間
に
あ
る
生
活
課
題
の
対
応

(1)
社
会
と
の
つ
な
が
り
応
援
事
業
「
こ
ね
く
と
」

　
開
催
実
績
：
47
回
／
参
加
者
数
：
延
３
８
４
人

　
こ
ね
く
と
サ
ポ
ー
タ
ー
：
延
97
人

　
参
加
・
利
用
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
：
１
人

(2)
は
た
ら
く
き
っ
か
け
応
援
事
業
「
こ
ね
く

　
と
ス
テ
ッ
プ
」

　
開
催
実
績
：
56
回
／
登
録
者
：
16
名

　
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
登
録
：
４
団
体

(3)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
推
進
事
業

　
企
画
・
取
組
み
実
績
：
３
件

　
①
多
機
関
連
携
に
よ
る
子
ど
も
を
中
心
と

　
し
た
居
場
所
づ
く
り（
ふ
ら
っ
と
ほ
ー
む
）

　
②
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
と
連
携
し
た
交
流
会
の
企
画

　
③
生
活
支
援
に
関
す
る
取
組
み
の
検
討
に

　
向
け
た
視
察
研
修
会
の
企
画

(4)
同
行
支
援
事
業

　
支
援
対
象
者
：
51
名（
新
規
利
用
同
意
：
19
名
）

(5)
衣
類
ド
ラ
イ
ブ

　
開
催
実
績
：
２
回
（
夏
・
冬
）

　
協
力
者
：
１
８
９
名
／
延
べ
来
場
者
：
４
４
２
名

(6)
生
活
物
品
利
活
用
事
業「
こ
ね
く
と
ド
ラ
イ
ブ
」

　
登
録
者
数
：
14
名
／
相
談
・
対
応
件
数
：
２
件

(7)
大
田
市
地
域
福
祉
推
進
支
援
機
関
代
表
者

　
会
議
へ
の
参
画

　
　
　
　
　
　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

　
　
　
　
　
　
　
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　14．
権
利
擁
護
の
取
組
み
の
充
実

(1)
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進

　
利
用
件
数
：
73
件　
新
規
利
用
件
数
：
９
件

　
終
了
件
数
：
23
件

　
相
談
支
援
件
数
：
延
２,
６
２
６
件

基
本
方
針
２

基
本
方
針
３



・
生
活
支
援
員
研
修
会

　
：
２
回
／
参
加
者
数
：
15
名

(2)
法
人
後
見
事
業

○
法
人
後
見
運
営
委
員
会
の
開
催

　
：
２
回
（
受
任
の
適
否
審
議
／
可
２
件
）

○
被
後
見
人
等
に
対
す
る
成
年
後
見
制
度
に

　
基
づ
く
支
援
（
財
産
管
理
・
身
上
保
護
）

　
受
任
件
数
：
10
件
※
新
規
受
任
１
件　

○
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
後
見
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
会
議
へ
の
参
加
：
２
回

(3)
大
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

○
相
談
件
数
：
29
件

○
専
門
職
候
補
紹
介
件
数
：
11
件

○
後
見
人
（
市
民
後
見
人
・
親
族
後
見
人
）

　
の
サ
ポ
ー
ト

・
市
民
後
見
人
の
推
薦
：
８
名（
選
任
８
名
）

・
市
民
後
見
人
活
動
数
：
24
件
受
任
活
動
中

・
市
民
後
見
人
の
監
督
及
び
推
薦
時
の
面
接
立
会

・
後
見
事
務
報
告
新
様
式
説
明
会

　
参
加
者
数
：
24
名

○
成
年
後
見
制
度
・
私
の
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト

　
出
前
講
座
の
開
催

　
開
催
回
数
：
８
回
／
参
加
者
数
：
１
７
０
名

○
大
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委

　
員
会
の
開
催
：
２
回

○
出
雲
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
及
び

　
定
例
会
へ
の
参
加
：
12
回

○
会
議
・
研
修
会
へ
の
参
加

・
持
続
可
能
な
権
利
擁
護
支
援
モ
デ
ル
事
業

　
実
施
団
体
連
絡
会

・
長
崎
県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
後

　
見
支
援
研
修
会

・
江
津
市
市
民
で
支
え
る
成
年
後
見
制
度
講
座

・
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
総
務
省
行
政
評
価
局
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
岡
山
行
政
法
実
務
研
究
会
・
岡
山
権
利
擁

　
護
研
究
会
合
同
研
究
会

・
地
域
の
権
利
擁
護
支
援
体
制
づ
く
り
推
進
セ
ミ
ナ
ー

・
全
国
権
利
擁
護
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
四

　
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

（４）社協だより 第119号 2025.8

(4)
大
田
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
権
利

　
擁
護
部
会
へ
の
参
画

　15．
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

(1)
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
体
制
の
整
備

(2)
中
核
機
関
へ
の
参
画

・
家
事
関
係
連
絡
会
（
家
庭
裁
判
所
と
の
情

　
報
交
換
会
）

・
島
根
県
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
協
議
会

　16．
相
談
し
や
す
い
窓
口
の
充
実
と
効
果
的
な

　
情
報
発
信

(1)
社
協
だ
よ
り
の
発
行
：
６
回

(2)
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
活
動
紹
介
・
情
報
提
供

(3)
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信

　
　
　
　
　
　
　
生
活
課
題
の
解
決
に
向

　
　
　
　
　
　
　
け
た
取
組
み
の
推
進

　17．
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
の
充
実

(1)
子
育
て
世
帯
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
交
流

　
の
促
進

・
ふ
た
ご
親
子
交
流
事
業
「
わ
く
わ
く
交
流

　
会
」
の
開
催

　
参
加
者
数
：
市
内
在
住
の
双
子
等
子
育
て

　
世
帯
９
組
30
名

(2)
子
育
て
サ
ロ
ン
、
サ
ー
ク
ル
へ
の
情
報
提

　
供
等
の
活
動
支
援

・
情
報
発
信
ツ
ー
ル
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

　
ウ
ン
ト（
す
く
す
く
お
お
だ
っ
子
）」の
運
用

・
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
状
況
の
把
握

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
13
件　
サ
ロ
ン
訪

　
問
：
７
件

(3)
子
育
て
支
援
団
体
連
絡
会
（
す
く
す
く
お

　
お
だ
っ
子
）
の
運
営

○
子
育
て
支
援
団
体
連
絡
会
の
開
催
：
２
回

　
参
加
者
数
：
サ
ロ
ン
団
体
18
名
、行
政
６
名

○
子
育
て
サ
ロ
ン
交
流
会
の
開
催

　
参
加
者
数
：
市
内
在
住
の
子
育
て
世
帯
17
組
35
名

(4)
大
田
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
へ

　
の
参
画

(5)
大
田
市
保
健
対
策
推
進
協
議
会
母
子
保
健

　
専
門
部
会
へ
の
参
画

(6)
大
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
会
議

　
へ
の
参
画

(7)
大
田
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会

　
へ
の
参
画

　18．
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

　
ら
せ
る
社
会
の
実
現

(1)
障
が
い
者
社
会
参
加
促
進
事
業

○
生
活
支
援
事
業　

・
視
覚
障
が
い
者
の
集
い　
参
加
者
数
：
24
名

・
福
祉
講
演
会　
参
加
者
数
：
30
名

・
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業　
参
加
者
数
：
42
名

○
重
度
身
体
障
が
い
者
移
動
支
援
事
業

　
年
間
延
利
用
者
数
：
87
名

　
年
間
稼
働
日
数
：
84
日

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
延
活
動
者
数
：
１
６
２
名

(2)
点
字
・
声
の
広
報
の
発
行

・
点
字
広
報
等
の
作
成

　
依
頼
件
数
：
５
件
（
実
利
用
者
：
１
名
）

・
声
の
広
報
の
発
行

　
利
用
者
数
：
13
名

　
発
行
回
数
：

　
①
広
報
お
お
だ　
：
年
12
回

　
②
市
議
会
だ
よ
り
：
年
４
回

　
③
社
協
だ
よ
り　
：
年
６
回

　
④
身
障
の
友
大
田
：
年
３
回

　
⑤
暮
ら
し
の
情
報
、
健
康
診
断
や
不
燃
物

　
　
収
集
等
の
年
間
予
定
表
：
各 

年
１
回

(3)
福
祉
機
器
の
貸
し
出
し

・
車
い
す
の
貸
出
し

　
貸
出
件
数
：
39
件（
貸
出
延
べ
台
数
62
台
）

(4)
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
連
絡
会
議
へ
の
参
画

(5)
大
田
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
へ
の
参
画

(6)
大
田
・
邑
智
地
域
生
活
支
援
会
議
へ
の
参
画

　19．
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
推
進
、認
知
症
対
策

(1)
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　
ル
開
催
支
援

　
実
施
団
体
：
３
団
体
（
大
会
参
加
者
：
延

　
１
９
９
名
）

(2)
食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
調
整

　
派
遣
調
整
件
数
：
24
件

(3)
大
田
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議
へ
の
参
画

(4)
大
田
市
生
涯
現
役
・
い
ぶ
し
銀
が
支
え
る

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
へ
の
参
画

　20．
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
自
立
に
向
け
た
生
活

　
支
援
の
充
実

(1)
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
お
だ
（
生
活

　
困
窮
者
相
談
窓
口
）

(2)
自
立
相
談
支
援
事
業

○
新
規
相
談
者
数
：
53
名

○
新
規
相
談
内
容（
困
り
ご
と
）：
１
２
１
件

○
緊
急
一
時
的
支
援
の
実
施
状
況
：
４
０
５
件

○
初
期
対
応
状
況
（
初
回
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
実
施
時
の
状
況
）

・
自
立
支
援
計
画
（
プ
ラ
ン
）
策
定
前
支
援

　
終
了
件
数
：
29
件

○
自
立
支
援
計
画（
プ
ラ
ン
）策
定
及
び
評
価
状
況

　
支
援
調
整
会
議
を
毎
月
１
回
開
催
し
、
支

　
援
方
針
を
決
定

・
支
援
決
定
、
確
認
件
数
：
27
件

・
プ
ラ
ン
の
評
価
実
施
件
数
：
23
件

・
評
価
結
果
：
変
化
あ
り
23
件

・
支
援
に
よ
り
み
ら
れ
た
変
化

　
一
般
就
労
開
始
：
３
名

　
就
労
収
入
等
の
増
加
：
２
名

○
支
援
状
況

・
電
話
や
面
談
、
他
機
関
と
の
調
整
な
ど
、

　
相
談
支
援
の
延
べ
件
数
：
２
，６
７
５
件

・
連
携
強
化
の
成
果
と
し
て
、
他
機
関
と
の

　
電
話
照
会
・
協
議
：
８
５
９
件

○
研
修
及
び
会
議

・
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
外
部
研
修
へ
参
加

・
関
係
機
関
と
の
連
携
に
関
わ
る
会
議
へ
参
加

(2)
家
計
改
善
支
援
事
業

○
家
計
改
善
支
援
プ
ラ
ン
策
定
件
数
：
16
件

○
家
計
改
善
支
援
プ
ラ
ン
評
価
実
施
件
数
：
16
件

(3)
就
労
準
備
支
援
事
業

○
利
用
実
績

・
利
用
人
数
：
１
名

・
定
期
的
な
訪
問

基
本
方
針
４



（５）社協だより 第119号 2025.8

・
職
場
体
験
、
職
場
見
学
協
力
事
業
所
の
開

　
拓　
協
力
事
業
所
：
３
社

(4)
地
域
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
等
の
た
め
の

　
共
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業

・
移
動
・
外
出
、
生
活
支
援
に
関
す
る
地
域

　
活
動
へ
の
助
成
及
び
支
援

　
助
成
地
区
：
２
地
区

(5)
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
の
充
実
に
よ
る
自
立
相

　
談
支
援
機
能
強
化
事
業

○
ひ
き
こ
も
り
相
談
の
状
況　
本
人
や
家
族

　
の
相
談
・
支
援　

　
来
所
・
訪
問
延
回
数
：
36
回

(6)
資
金
貸
付
事
業

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付

・
貸
付
相
談
支
援
延
件
数
：
３
４
１
件

・
貸
付
決
定
数
：
11
件

・
貸
付
金
額
：
２
，８
３
６
，０
０
０
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
貸
付

　
貸
付
実
績（
令
和
２
年
３
月
〜
令
和
４
年
９
月
末
）

・
貸
付
件
数
：
３
３
５
件

・
償
還
免
除
件
数
：
１
４
２
件

・
償
還
猶
予
：
18
件

・
特
例
貸
付
の
借
受
人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

　
プ
支
援
状
況
：
２
７
７
件

○
民
生
融
金
貸
付
（
生
活
資
金
・
緊
急
現
金
）

・
貸
付
実
績
：
31
件　
３
５
０
，０
０
０
円

・
償
還
件
数
・
金
額
：
58
件 

２
６
８
，０
０
０
円

・
償
還
完
了
件
数
：
24
件

(7)
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
（
寄
付
食
料
品
備
蓄

　
に
よ
る
困
窮
者
へ
の
食
料
支
援
）

・
食
料
寄
付
件
数
：
１
４
０
件

・
食
料
支
援
件
数
：
３
５
０
件

(8)
物
品
貸
出
事
業
と「
こ
ね
く
と
ド
ラ
イ
ブ
」

　
と
の
連
携

・
貸
出
利
用
者
数
：
16
名

・「
こ
ね
く
と
ド
ラ
イ
ブ
」
利
用
者
数
：
１
名

　
（
洗
濯
機
）

(9)
学
生
服
等
再
活
用
事
業

・
対
象
物
：
市
内
の
小
・
中
学
校
及
び
近
隣

　
高
校
の
制
服
、
体
操
服

・
被
災
地
支
援
活
動
の
推
進（
ひ
よ
り
の
会
）

　
開
催
実
績
：
11
回

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
登
録
の
推
進

　
新
規
登
録
者
：
４
名

(1)
防
災
・
減
災
推
進
事
業

・
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
参
加
者
数
：
19
名

・
島
根
県
西
部
地
震
か
ら
６
年
企
画
「
み
ん

　
な
で
備
え
る　
防
災
カ
フ
ェ
」

　
来
場
者
：
１
０
０
名

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
訓
練

　
参
加
者
数
：
33
名

(3)
し
ま
ね
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
へ
の
職
員
の
登
録
及
び
派
遣

　
福
祉
専
門
職
登
録
者
数
：
６
名（
社
会
福
祉
士
）

　
派
遣
実
績
：
０
件

(4)
島
根
県
・
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
災
害

　
時
支
援
協
定
に
基
づ
く
被
災
者
支
援
活
動

　
派
遣
実
績
：
０
件

(5)
災
害
訓
練
等
へ
の
協
力

(6)
大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
継
続
計
画

　
（
B
C
P
）
の
策
定

(7)
島
根
県
西
部
地
震
復
興
支
援
活
動
推
進
事
業

　
支
援
実
績
：
１
件

　
　【福

祉
団
体
等
事
務
局
の
受
託
】

(1)
大
田
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

(2)
大
田
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

(3)
日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
大
田
市
地
区

(4)
大
田
市
共
同
募
金
委
員
会

(5)
大
田
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

　  
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　1．
総
合
相
談
業
務
実
績　
　

○
総
合
相
談　
面
談
や
電
話
相
談
等　
延
べ

　
件
数　
2
1
6
1
件

　2．
権
利
擁
護
事
業

(1)
虐
待
事
案
対
応
：
12
件

　
専
門
職
チ
ー
ム
と
の
虐
待
対
応
検
討
会
：
１
回

(2)
虐
待
対
応
研
修
：
４
回　
参
加
者
：
１
３
４
名

　3．
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(1)
居
宅
支
援
事
業
所
部
会
へ
の
参
画

　
実
施
回
数
：
６
回

(2)
主
任
介
護
支
援
専
門
員
に
よ
る
ス
ー
パ
ー

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
事
例
検
討
会

　
実
施
回
数
：
４
回

(3)
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
の
開
催

　
参
加
人
数
：
19
名

　4．
地
域
ケ
ア
会
議

(1)「
個
別
会
議
・
自
立
支
援
サ
ポ
ー
ト
会
議
」

　
開
催
状
況
：
16
回
／
22
事
例

(2)
地
域
ケ
ア
会
議
推
進
会
議
へ
の
参
画
：
２
回

　5．
認
知
症
対
策

(1)
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
会
議

　
：
９
回
／
20
件

(2)
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座　

　
実
施
回
数
：
14
回　
定
期
開
催
：
４
回

　
出
前
講
座
：
10
回　
参
加
人
数
：
２
２
０
名

(3)
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
業
務

○
認
知
症
市
民
向
け
啓
発
、
物
忘
れ
相
談
の

　
開
催
：
１
回

○
認
知
症
カ
フ
ェ
の
企
画
、
運
営
支
援

・
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
開
催
：
毎
月
1
回
（
第
2
水
曜
日
）　

・
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
カ
フ
ェ

　
開
催
：
毎
月
1
回
（
第
4
水
曜
日
）　

○
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
月
間　
ポ
ス
タ
ー
展
示

○
R
U
N
伴
し
ま
ね
（
R
U
N
伴
し
ま
ね
主

　
催
に
協
力
を
行
う
）

　
参
加
人
数
：
66
名

○
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

　
参
加
人
数
：
23
名

○
連
携
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

　6．
介
護
予
防
教
室
及
び
介
護
予
防
普
及
啓
発

　
介
護
予
防
教
室　
　
実
施
回
数
：
7
回　

　
参
加
者
数
：
１
２
３
名

　7．
介
護
予
防
支
援
・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
：
３
２
５
件

　
委
託
：
２
９
８
件

・
寄
付
者
数
：
17
名
・
１
団
体
か
ら
56
品

　
（
学
生
服
：
44
品
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
：
１
品
、

　
体
操
服
：
11
品
）

・
提
供
世
帯
数
：
７
世
帯

(10)
住
居
確
保
要
配
慮
者
の
居
住
支
援

・
居
住
支
援
：
８
名

・
住
居
確
保
給
付
金
の
申
請
手
続
支
援
（
申

　
請
実
人
数
：
１
名
、
申
請
件
数
１
件
）

(11)
大
田
地
域
生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
自
立

　
促
進
事
業
協
議
会
へ
の
参
画

　
一
般
就
労
支
援
対
象
者
６
名
に
対
し
、
職

　
安
に
２
名
支
援
要
請

　21．
再
犯
防
止
施
策
の
推
進

(1)
関
係
機
関
と
連
携
し
た
更
生
支
援 

・
更
生
支
援
対
象
者
数
：
５
名

・
連
携
先
：
松
江
保
護
観
察
所
、
保
護
司
、

　
弁
護
士
、
法
テ
ラ
ス

・
利
用
サ
ー
ビ
ス
：
食
糧
支
援
、
衣
類
ド
ラ

　
イ
ブ
、
法
律
相
談
、
債
務
整
理

　22．
社
会
的
取
組
み
に
よ
る
自
死
対
策
の
推
進

(1)
大
田
市
保
健
対
策
推
進
協
議
会
自
死
対
策

　
専
門
部
会
へ
の
参
画

　
　
　
　
　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　23．
住
宅
・
生
活
環
境
の
整
備

(1)
大
田
市
営
住
宅
入
居
に
お
け
る
緊
急
連
絡

　
人
届
出
支
援　
支
援
実
績
：
０
件

(2)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
生
活
サ

　
ポ
ー
ト
事
業

　
利
用
者
：
１
名

　
サ
ポ
ー
ト
実
施
回
数
：
延
１
回

(3)
大
田
市
空
家
等
対
策
協
議
会
へ
の
参
画

　24．
移
動
手
段
の
確
保

(1)
大
田
市
公
共
交
通
対
策
協
議
会
へ
の
参
画

　25．
防
災
・
防
犯
体
制
の
充
実

(1)
災
害
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
島
根
県
西
部
地
震
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
活
動

　
相
談
件
数
：
10
件
／
活
動
件
数
：
16
件

　
活
動
日
数
：
12
日
／
活
動
者
数
：
延
78
名

基
本
方
針
５



社協だより 第119号 2025.8（６）

当期末支払資金残高　5,825,869円

令和７年３月31日（単位：円）

〇負債の部

負債の部合計
差引純資産

金　額資産・負債の内訳

固定負債
退職給付引当金

流動負債
事業未払金
未払費用
預り金

流動資産

金　額資産・負債の内訳
〇資産の部

現金
普通預金
事業未収金
未収補助金
前払費用
立替金

資産の部合計

固定資産
基本財産
　定期預金
その他の固定資産
　車輌運搬具
　器具及び備品
　民生融金貸付金
　退職手当積立基金預け金
　地域福祉推進活動積立金
　災害復興支援積立金
　その他の固定資産

12,427,206

78,800,840
78,800,840
91,228,046
115,957,519

4,255,569
6,631,644
1,539,993

18,253,075
24,550

12,058,473
6,091,310

0
78,152
590

207,185,565

188,932,490
3,000,000
3,000,000

185,932,490
2,854,105
490,775
1,443,000
78,800,840
99,289,000
3,000,000
54,770

人件費支出
238,719,675

支出合計
345,408,461円

事務費支出 12,181,337

助成金支出 20,038,732
貸付事業費支出 350,000

その他の活動による支出
　　13,884,326

その他の支出 39,600
固定資産除却・廃棄支出 15,840

負担金支出 524,068

積立資産支出 15,520,000

事業費支出 44,134,883

事業収入 4,000,972
負担金収入 1,076,000

その他の収入 6,073,059
受取利息配当金収入 43,736

介護保険事業収入 33,709,100

貸付事業収入 268,000

積立資産取崩収入 7,330,000
その他の活動による収入 9,415,606

県社協受託金収入
17,132,900

前期末支払資金残高 4,115,340

寄付金収入 14,929,941 
会費収入 9,740,137

共同募金
配分金収入
7,433,372

大田市受託金収入
195,281,327

大田市補助金収入
40,669,000

（単位：円）

財　産　目　録
期間：令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

資金収支決算

固定資産売却収入 15,840

収入合計
351,234,330 円

大
田
市
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
社
会
福
祉
法
人
へ
の
寄
付
は
、
個
人
は
所
得
税
法
ま
た
は
租
税
特
別

　
措
置
法
寄
附
金
控
除
、法
人
は
法
人
税
法
上
の
損
金
算
入
が
出
来
ま
す

（
令
和
7
年
6
月
〜
令
和
7
年
7
月
受
付
分
順
不
同・敬
称
略
）

大
田　

箱
上　

具
徳　

福
田　

卓
夫

　
　
　

有
藤　

秀
樹　

川
島　

敏
正

　
　
　

菅
原　
　

憲　

品
川　

英
樹

　
　
　

齋
藤　

貴
幸　

長
尾　

信
行

　
　
　

松
田　

哲
也　

牧
野　

貴
之

　
　
　

有
馬　

君
子

池
田　

森　
　

克
彦　

岡　
　

卓
巳

志
学　

中
野　

隆
史

山
口　

小
玉　

洋
一

波
根　

塚
田　

和
巳

　
　
　

立
善
寺　

菅
本　

了
道

久
手　

皆
森　
　

積　

渡
邊　
　

剛

　
　
　

加
地　

哲
也　

稗
田　

正
男

　
　
　

西
田
ア
キ
ヨ　

石
倉　

和
江

鳥
井　

隅
田　

優
也　

石
田　

温
子

長
久　

山
田　

光
一　

清
水　

幸
男

　
　
　

田
平　

正
弘

五
十
猛　

松
原　
　

悟　

出
口
左
知
子

　
　
　

辻　
　

修
司　

林　

多
惠
子

大
屋　

大
迫　

信
司

久
利　

竹
原　

律
充　

松
原　

敬
二

水
上　

渡
辺　

浩
之

祖
式　

笠
岡　
　

隆

温
泉
津　

𠮷
村　

寛
章　

田
中　

京
子

　
　
　

藤
谷　

麻
紀

仁
摩　

田
中　

智
也　

石
橋　

徳
保

　
　
　

太
田　

二
郎　

長
見　
　

廣

　
　
　

野
木　

節
夫　

大
門　

芳
博

　
　
　

髙
橋　

健
治　

山
根　

辰
雄

　
　
　

大
畑　

将
成　

坂
本　

伸
一

東
京
都　

菊
竹　

恭
枝

三
重
県　

原　
　
　

均

大
阪
府　

岡　
　

嘉
彦

広
島
県　

田
中　

典
晶

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
実
行
委
員
会

・令
和
７
年
大
船
渡
市
赤
崎
町
林
野
火
災

  

義
援
金（
受
付
終
了
） 

合
計　
4,
7
9
6
円

令
和
７
年
７
月
受
付
分（
敬
称
略
）

義
援
金
へ
の
ご
協
力

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

義
援
金
へ
の
ご
協
力

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
７
年
ト
カ
ラ
列
島
近
海
を
震
源

と
す
る
地
震
災
害
義
援
金（
受
付
中
）

以
上
、８
８
４
，０
０
０
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、古
切
手
、

プ
ル
タ
ブ
も
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
厚
志
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
ま
し
て
、
被
災
地
へ
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
引
き
続
き
各
種
国
内
災
害
義
援
金
・
海
外
救
援
金

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

池
田　

原
田　
　

修

五
十
猛　

太
田　

博
之

大
田
中
組
寺
族
婦
人
会

地
域
介
護
予
防
活
動
実
施
団
体
交
流
会
参
加
者

株
式
会
社　

丸
三

　
他
多
数
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

食
品
・
学
生
服
等
の
寄
贈

一般
寄
付

鳥
井　

宅
和　

満
雄

香
典
返
し
寄
付



社協だより 第119号 2025.8

地域ふれあい食堂地域ふれあい食堂地域ふれあい食堂

申　方法

10・11月

混雑を防ぐため事前申込制（食数限定、先着順）です。お名前、参加
人数、時間帯をお知らせください。予約は、電話（0854-82-0091）
または右記の公式 ＩＮＥからお願いします。

予約受付
開始日 １０/１４（火）

大田市民センター４階

予約受付
開始日 １１/１０（月）

大田市民センター４階

１７：００～２０：００
（最終受付 19：30）

子ども：無 料
おとな：２００円

参加費

10月3日（金）

　本講座では、肢体不自由に関する理解を深めるとともに、車いす移動介助に
必要な知識と技術について、講義だけでなく実技を交えながら学びます。

10:00～15:15

車いす移動介助ボランティア養成講座を開催します車いす移動介助ボランティア養成講座を開催します

15名定員

日時

　大田市社会福祉協議会では、日常的に車いすを使用され、一般の交通手段を利用
することが困難な方を対象に、リフト付き自動車による外出支援を行っています。
　この事業は、リフト付き自動車運行ボランティア明星の会の皆さんにご協力をいただいて
おり、運行は運転と補助の２人体制で実施しています。
　月１回からの活動も可能です。関心のある方は大田市社会福祉協議会（本所、温泉津・
仁摩支所）へお問い合わせください。

リフト付き自動車運行事業  運転・補助ボランティアさんリフト付き自動車運行事業  運転・補助ボランティアさんリフト付き自動車運行事業  運転・補助ボランティアさん

活動内容

会場

お問い合わせ先
大田市社会福祉協議会  地域福祉課

大田市民センター４階軽運動場

（７）

＼お申込みはこちらから／ 

定員になり次第、締め切らせて
いただきます。

※お弁当【700円（税込み）】をご希望の方は
斡旋しますので、申込時にお申し出ください。

https://forms.gle/
zkNiDPixCB97z7fP8

詳しい内容は、市社協ホームページ
をご確認ください

（　　　　　　　　　　　　）

受講料
無料

運転ボランティア：リフト付き自動車の運転を行います
補助ボランティア：リフト操作補助などを行います
活動日時
平日、原則9：00～12：00、13：00～16：00
月１回からの活動も可能です
運行範囲
原則、大田市内

その他
事前に社協で講習を行います

こねくと食堂 開催のお知らせこねくと食堂 開催のお知らせ

車いす移動介助ボランティア養成講座を開催します

大募集！大募集！

１０/２４（金）１０/２４（金）１０/２４（金） １１/２１（金）１１/２１（金）１１/２１（金）



大田市社会福祉協議会は福祉活動を中心に活動していますが、人権に関する活動も多くあります。「石見銀山遺跡と
その文化的景観」を世界遺産に登録したユネスコは「人類の平和と人権の尊重」をめざしています。

社協だより 第119号 2025.8（８）

防災カフェ～普段の繋がりは災害時に活きるのか～防災カフェ～普段の繋がりは災害時に活きるのか～

❶防災・減災展示
❷お楽しみブース
　（防災グッズづくり、淹れたて珈琲 etc.）
❸防災クイズラリー
　（お子様も楽しめます）

考察！「普段の繋がりは
　　　 災害時に活きるのか」

日野ボランティア・ネットワーク
山下 弘彦氏

［特別企画］

大田市社会福祉協議会（担当：小谷）
電話：0854-82-0091　FAX：0854-82-9960

８月31日（日）
大田市民会館中ホール

12:00～15:45 13:00～

ゲスト

令和７年度 主任児童委員研修会を開催しました令和７年度 主任児童委員研修会を開催しました

大田市民生児童委員協議会より大田市民生児童委員協議会より

連絡先

社会福祉協議会知野見会長（写真左）から感謝状
を受け取る協和漁業林肇代表取締役（写真右）

　このほど、協和漁業有限会社（五十猛町）へ島根県共同募金会から感謝
状が贈呈されました。これは協和漁業有限会社が、赤い羽根共同募金に
対し3年間で10万円以上の寄付をされたことから、島根県共同募金会の
表彰規程に基づき、感謝状の贈呈となったものです。
　いただいたご寄付は、五十猛町をはじめ大田市、及び島根県内で行わ
れる地域福祉活動に活用されています。感謝状贈呈に際して、協和漁業
林肇代表取締役からは、「募金活動は一人ではできない、助け合いながら
するのが大事。」とのこころ温まるコメントをいただきました。
※「赤い羽根共同募金」への寄付は、公益性、緊急性が高い寄付金として財務大臣が指定する「指定寄付金」と
され、法人寄付の場合は寄付金の全額を損金算入することができます（赤い羽根共同募金ホ－ムページ引用）。

　７月11日（金）主任児童委員研修会を開催しました。
主任児童委員は、大田市や児童相談所等の機関や学校、
保育所等と連携し、地域のこどもたちが健やかに成長
できる環境づくりを支える活動を行っています。研修
会は、主任児童委員として活動をする上で必要な知識
や情報共有、活動スキルの向上などを目的に毎年１回
　　　　　　　　　　　開催しています。
　　　　　　　　　　　　今回は、大田市健康福祉部
　　　　　　　　　　　こども家庭支援課の西上課長
　　　　　　　　　　　補佐と森係長にお越しいただき、「大田市こども計画」と「こどもの権利」　に
　　　　　　　　　　　ついてお話をしていただきました。「大田市こども計画」（こどもの育成、
　　　　　　　　　　　子育て支援、貧困対策など、こどもに関する様々な分野を網羅し、こども
　　　　　　　　　　　たちが安心して生活できる社会を目指すために大田市が取り組むもの）
　　　　　　　　　　　では、計画策定にあたり、大人ではなくこどもが「どうなってほしいか」
　　　　　　　　　　　を取り上げるため、小・中・高校生を対象にアンケート調査を実施し、こ
　　　　　　　　　　　どもたちの意見を計画に盛り込むことができたこと、また同時に大田市
　　　　　　　　　　　として取り組む課題がたくさんあることがわかったと説明がありました。
「こどもの権利」については、『健やかな育ちを支える地域づくり～こどもの権利尊重の視点をもっ
て』というタイトルで説明がありました。こどもの状況を把握し、寄り添う姿勢で接すること、関係
機関と連携すること、一人で抱え込まずに相談することが大切というお話や事例をもとにグルー
プワークの時間もあり様々な意見を交換する場となりました。参加者からは、「改めて主任児童委
員の役割を認識した」や「自由な雰囲気の中で話し合うことができた」という声がありました。

島根県西部地震から７年企画

感謝状が贈呈されました

申込
不要！


